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１． はじめに 

 近年，赤外線サーモグラフィ機器の高性能化をはじめとして，高速で走行しながら赤外線熱画像(以下，熱

画像という)の撮影および多様な情報の取得が可能な装置の発展により，高速道路上でも短時間に大量の舗装

路面の熱画像や各種情報を取得することが可能となっている．一方，取得した熱画像データの解析作業につ

いては，解析に関する一定の技術力を有した技術者が手動で行うため，多大な労力と時間が必要である．こ

の問題に対し，同じ条件下で赤外線自動熱解析診断システム１)(以下，自動解析システムという)を活用して解

析した場合と，従来どおり技術者が手動で解析した場合の作業時間を比較し，時間短縮効果を検証したの

で，その結果について報告する． 

 

２． 解析条件 

 東日本高速道路㈱三郷管理事務所が管理する東京外環自動車道の一部

区間で撮影した舗装路面の熱画像より，後にポットホール(写真 1)へ進

行すると想定される局所的な温度変状を有する箇所(以下，異常推定箇所

という)の抽出作業を行った． 

・路線情報：東京外環自動車道 

・解析延長：32.815km(大泉 IC～三郷南 IC 外回り 走行車線) 

・解析枚数：6,564 枚(1 枚/5m で熱画像を撮影)  

 

３． 解析作業の手順 

 自動解析および手動解析の作業手順を以下に記す． 

(1) 自動解析作業の手順 

a. 熱画像データを自動解析システムに取り込める形式に変換

する. 

b. 変換した熱画像データを自動解析システムで読み込み，異

常推定箇所の抽出および閲覧画像(図 1)への変換作業を自

動で行う．なお，異常推定箇所を抽出する判断基準は赤外

線自動熱解析診断システム１)を参照されたい． 

c. 作業 b.で抽出した異常推定箇所の閲覧画像を確認し、異

常判定格子枠が車線境界破線および外側線と重複しないよ

うに位置の微調整を行う． 
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図 1. 閲覧画像(自動解析) 

写真 1. ポットホール発生状況 

異常推定箇所(赤枠内) 

異常判定格子枠(白破線) 
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(2) 手動解析作業の手順 

a. 熱画像データを手動解析用閲覧ソフトに取り込める形式に

変換する． 

b. 変換した熱画像データを手動解析用閲覧ソフトで読み込

み、技術者が 1枚ずつ目視により異常推定箇所の抽出およ

び閲覧画像(図 2)への変換作業を行う．なお，周囲と比較

して局所的に温度差が生じている場所を異常推定箇所とし

て抽出する． 

 

４． 解析結果 

 解析に要した時間を表 1に示す．6,564 枚の

熱画像データを解析する場合，手動解析では 37

時間 40 分を要するのに対して自動解析システ

ムでは 4時間 55 分であり，32 時間 45 分(短縮

率 87%)短縮できる結果となった．なお，自動解

析作業の c.は，手動作業となるため技術者によ

り作業時間に若干の差が生じると想定される

が，それを考慮した場合でも十分な時間短縮効

果が得られるものと考える． 

 

５． 自動解析システムの有益性 

 本取り組みの目的は，ポットホールへ進行する予兆のある箇所を事前に熱画像より抽出し，そこを重点的

に管理することでポットホールが発生する前に対処する管理体制を構築することである．そのためには，管

理路線を日常的に撮影・解析し，路面の温度状態を常に把握することが求められる． 

東京外環自動車道は，本線，IC および JCT の各ランプを含めると総車線延長で 240km に及び，5m に 1枚の

間隔で撮影した場合，48,000 枚の膨大な量の熱画像を日常的に解析する必要が生じる．48,000 枚の熱画像を

解析する場合，自動解析システムでは手動解析に比べて 242 時間も作業時間を短縮することが可能であり，

省力化・省人化が求められる今日において，自動解析システムは非常に有益で必要不可欠な技術である． 

  

６． 今後の課題 

今回の検証より，自動解析システムを用いることで熱画像の解析作業が飛躍的に効率化できることが確認

された．自動解析システムを活用して一次スクリーニングを行い，二次スクリーニングから補修判断へと進

展させ，事前に対処する管理体制を構築することで，緊急補修および第三者被害リスクの低減が期待され

る．しかしながら，路面温度は外気温・日照時間等の気象条件に大きく左右される．また，同じ異常推定箇

所であっても時期・時間帯によって生じる温度差に相違があるものと推測される．したがって，今後は路面

温度とポットホールの関連性を追究し，その結果を自動解析システムの異常推定箇所を抽出する判定基準に

反映させることで，より効率的で精度の高い路面調査が行える環境の構築を目指す所存である． 
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図 2. 閲覧画像(手動解析) 

異常推定箇所(赤枠内) 

表 1 解析時間比較表(6,564 枚あたり) 
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